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一
般
的
な
ハ
ー
ブ
を
ア
ー
ュ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
の
見
地
か
ら
そ
の
用
法
を
解

説
し
て
い
る
所
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
各
論
全
体
を
通
し
て
、

漢
方
の
常
用
薬
物
、
例
え
ば
桂
枝
、
麻
黄
、
地
黄
、
甘
草
、
朝
鮮
人
参
、

生
姜
、
交
葉
、
山
薬
な
ど
多
く
含
ま
れ
て
い
る
の
で
漢
方
薬
的
な
使
用

法
と
ア
ー
ュ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
の
効
用
と
を
比
較
で
き
る
の
も
お
も
し
ろ

い
Ｏ

日
本
で
は
ま
だ
西
洋
薬
が
圧
倒
的
シ
ェ
ア
ー
を
占
め
て
い
る
が
、
世

界
的
見
地
に
立
て
ば
、
西
洋
薬
の
ウ
エ
ー
ト
は
高
々
二
割
に
す
ぎ
な
い
。

約
八
割
は
薬
草
を
中
心
と
す
る
自
然
薬
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
高
価

格
、
技
術
者
不
足
、
文
化
度
の
低
い
地
域
が
多
い
こ
と
と
さ
ま
ざ
ま
で

あ
る
が
、
最
近
で
は
ョ
－
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の

活
動
や
代
替
医
療
の
広
ま
り
と
と
も
に
薬
草
療
法
の
見
直
し
が
行
わ
れ

て
い
る
。
地
球
資
源
が
限
ら
れ
て
い
る
中
で
、
循
環
可
能
な
資
源
は
植

物
し
か
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
方
向
は
好
も
し
い
も
の
と
言
え
る
。

現
在
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
薬
草
の
世
界
的
基
準
を
作
ろ
う

と
し
て
い
る
が
そ
の
歩
み
は
遅
い
。
同
じ
薬
草
で
も
地
域
や
民
族
に

よ
っ
て
異
っ
た
効
用
や
用
法
が
あ
る
の
で
、
一
つ
の
薬
草
を
世
界
的
視

野
で
見
る
こ
と
は
大
へ
ん
意
義
深
い
。
そ
こ
に
は
古
く
か
ら
あ
る
薬
草

に
新
し
い
使
用
法
が
で
て
く
る
可
能
性
が
高
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
よ

う
な
意
味
で
日
常
よ
く
用
い
ら
れ
る
ハ
ー
ブ
や
漢
方
薬
を
ア
ー
ュ
ル

ヴ
ェ
ー
ダ
の
見
地
か
ら
比
較
す
る
こ
と
の
で
き
る
本
書
の
価
値
は
高

い
。
お
し
む
ら
く
は
漢
薬
名
の
同
定
が
可
能
な
も
の
に
は
漢
薬
名
を
付

け
て
い
た
だ
い
た
方
が
よ
か
っ
た
と
思
う
。
こ
れ
は
本
書
に
限
ら
ず
一

般
的
問
題
点
で
あ
る
が
、
本
書
の
題
に
も
な
っ
て
い
る
〈
ハ
ー
ブ
〉
と

森
川
政
一
著

「
昭
和
前
期
上
越
医
界
史
』

著
者
は
明
治
中
期
に
創
立
し
た
新
潟
県
下
私
立
病
院
の
名
門
知
命
堂

病
院
理
事
長
で
あ
り
、
外
科
の
俊
秀
と
し
て
名
声
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し

た
臨
床
医
の
学
究
で
あ
る
。

す
で
に
、
「
知
命
堂
百
十
年
史
」
「
知
命
堂
病
院
附
属
附
属
産
婆
看
護

婦
養
成
所
史
』
『
明
治
・
大
正
上
越
医
界
史
」
の
名
著
が
あ
り
、
既
刊
の

『
高
田
市
医
師
会
史
』
（
一
九
九
八
年
）
・
『
糸
魚
川
市
西
頚
城
郡
医
師
会

史
』
（
二
○
○
一
年
）
編
纂
の
顧
問
と
し
て
実
質
的
な
指
導
を
し
て
き

た
、
地
方
医
事
史
研
究
の
実
力
者
で
あ
る
。
知
命
堂
病
院
は
ウ
イ
リ
ス

い
う
言
葉
に
専
門
的
な
定
義
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
一
人
歩
き
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
起
源
は
『
聖
書
』
の
ラ
テ
ン
語
訳
の
胃
【
ｇ
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
、
も
と
も
と
は
地
中
海
沿
岸
の
草
本
系
植
物
の
地
上
部
を

意
味
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
今
で
は
薬
草
、
薬
木
、
香
辛
料
を
中

心
と
し
て
果
実
や
野
菜
の
一
部
ま
で
含
ん
だ
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
辺
で
一
考
し
て
は
と
思
う
次
第
で
あ
る
。

出
帆
新
社
は
イ
ン
ド
も
の
な
ら
損
得
か
え
り
み
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
出

版
社
で
あ
る
事
を
附
記
し
て
お
く
。

（
根
本
幸
夫
）

〔
出
帆
新
社
、
世
田
谷
区
経
堂
二
’
二
’
四
、
電
話
○
三
’
三
四
三
九

’
○
七
○
五
、
平
成
十
二
年
五
月
一
日
、
Ａ
五
判
、
四
三
五
頁
、
本
体

価
格
四
○
○
○
円
〕
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に
指
導
を
受
け
た
創
業
者
瀬
尾
玄
弘
、
初
代
院
長
瀬
尾
原
始
以
来
、
私

立
医
科
大
学
設
立
を
目
標
に
人
材
の
育
成
に
努
力
し
た
新
潟
県
医
療
界

の
ユ
ー
ー
ー
ク
な
存
在
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
新
潟
県
の
西
南
部
の
、
富
山

県
、
長
野
県
と
県
境
を
接
す
る
上
越
地
方
（
旧
高
田
市
、
直
江
津
市
、

新
井
市
、
中
頸
城
郡
、
東
頚
城
郡
、
西
頸
城
郡
）
で
は
旧
公
立
高
田
病

院
（
現
・
新
潟
県
立
中
央
病
院
）
と
共
に
医
療
の
中
心
的
存
在
で
、
創

立
以
来
こ
の
地
方
の
医
事
・
衛
生
に
関
す
る
貴
重
な
資
料
が
所
蔵
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
著
者
が
創
業
者
瀬
尾
家
の
血
縁
で
も
あ
り
、
累
代
に

わ
た
り
地
区
医
界
で
は
知
名
な
存
在
な
の
で
、
執
筆
情
報
が
正
確
か
つ

豊
富
で
あ
る
。
そ
の
資
料
で
「
明
治
・
大
正
上
越
医
界
史
」
（
一
九
九
○

年
）
を
刊
行
さ
れ
た
。
殆
ど
戦
争
に
終
始
し
た
昭
和
元
年
か
ら
昭
和
二

十
年
ま
で
を
前
期
と
し
、
自
家
資
料
を
主
と
し
高
田
日
報
、
高
田
新
聞

及
び
郡
市
医
師
会
所
蔵
資
料
を
駆
使
し
て
、
日
本
の
激
動
期
で
あ
っ
た

二
十
年
間
の
新
潟
県
西
南
部
地
方
の
医
療
界
の
動
き
を
ま
と
め
あ
げ
た

の
が
こ
の
著
作
で
あ
る
。

医
療
界
か
ら
み
る
と
医
学
そ
の
も
の
が
ま
だ
不
確
定
の
時
代
で
あ

り
、
急
性
伝
染
病
、
慢
性
伝
染
病
に
悪
戦
苦
闘
す
る
時
代
で
も
あ
っ
た
。

本
書
は
「
上
越
地
方
の
伝
染
病
」
と
の
戦
い
の
あ
ゆ
み
か
ら
始
ま
る
。

つ
い
で
各
郡
市
医
師
会
結
成
と
そ
の
活
動
の
あ
ゆ
み
が
正
確
な
記
録
に

基
づ
い
て
ま
と
め
ら
れ
て
あ
る
。
官
製
的
な
医
師
会
で
あ
っ
た
が
地
方

独
自
の
医
学
啓
蒙
活
動
、
医
療
奉
仕
活
動
が
組
織
的
に
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
が
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
十
一
年
に
は
上
越
聯
合
医
師
会
が
歯
科
を
含
め
て
結
成
さ
れ
て

お
り
、
計
二
百
十
名
か
ら
な
る
医
療
専
門
団
体
が
結
成
さ
れ
、
医
学
集

談
会
な
ど
の
学
術
の
研
修
組
織
が
活
動
し
、
次
第
に
医
療
機
関
が
整
備

さ
れ
て
ゆ
く
。
こ
れ
ら
の
医
療
機
関
の
設
立
状
況
に
つ
い
て
高
田
病
院
、

高
田
脳
病
院
、
高
田
衛
戌
病
院
、
柿
崎
病
院
、
上
越
医
療
組
合
病
院
、

頸
南
医
療
組
合
病
院
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
設
立
事
情
の
紹
介
が
あ
る
。
そ

の
他
の
民
間
病
院
お
よ
び
公
的
医
療
機
関
、
産
婆
、
看
護
婦
養
成
機
関

に
つ
い
て
も
刻
明
な
調
査
記
録
が
要
領
よ
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

戦
中
の
疎
開
児
童
の
健
康
管
理
の
記
録
は
貴
重
な
証
言
で
あ
り
、
埋

没
さ
れ
が
ち
な
も
の
を
よ
く
取
り
あ
げ
て
あ
る
。
最
も
興
味
が
あ
る
の

は
一
○
○
頁
に
わ
た
る
第
十
一
章
「
上
越
医
界
余
話
」
で
あ
る
。

第
一
章
「
上
越
の
遊
廓
と
性
病
対
策
」
の
項
は
著
者
が
行
っ
た
調
査

資
料
に
基
づ
い
て
詳
述
し
て
あ
る
。

こ
の
項
は
明
治
・
大
正
に
さ
か
の
ぼ
り
検
梅
制
度
の
地
方
へ
の
定
着

経
過
を
詳
細
に
地
方
色
豊
か
に
記
述
し
て
い
る
。
港
町
と
し
て
の
直
江

津
、
か
っ
て
陸
軍
の
師
団
司
令
部
の
あ
っ
た
高
田
と
い
う
性
病
の
巣
窟

に
つ
い
て
の
地
方
史
的
な
探
索
と
あ
い
ま
っ
て
面
白
い
読
み
物
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
な
か
で
全
県
的
視
点
で
も
論
及
さ
れ
て
あ
る
の
で
、
他

の
地
区
に
お
け
る
性
病
対
策
の
動
向
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

人
物
伝
は
、
会
津
藩
降
伏
人
病
院
医
師
中
川
昌
泰
、
パ
ー
キ
ン
ス
の

門
下
生
黒
田
虎
太
郎
、
ま
た
歯
科
医
江
川
鈴
彌
、
夏
目
漱
石
の
主
治
医

で
あ
り
、
著
者
の
伯
父
に
も
あ
た
る
森
成
麟
造
に
つ
い
て
の
詳
細
な
記

載
等
は
城
下
町
高
田
で
な
け
れ
ば
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
筆
致
で

読
む
者
を
飽
か
せ
な
い
医
学
史
話
の
中
の
オ
ア
シ
ス
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
で
も
そ
う
で
あ
る
が
、
上
越
地
方
は
文
化
的
な
面
で
は
県
都
で

あ
る
新
潟
市
よ
り
も
上
位
に
あ
り
、
長
岡
市
と
共
に
そ
の
文
化
的
伝
統
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に
誇
り
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
、
長
岡
市
の
よ
う
に
明
治
戊
辰
戦
争
、

第
二
次
大
戦
に
よ
る
二
度
の
戦
災
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
も
な
く
、
大

火
も
な
く
、
歴
史
的
資
料
の
保
存
が
公
・
私
と
も
に
整
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
文
化
的
条
件
を
著
者
は
十
二
分
に
活
用
し
、
各
時
代
を

要
領
よ
く
区
分
し
、
こ
の
『
昭
和
前
期
上
越
医
界
史
」
を
ま
と
め
ら
れ

た
が
、
こ
の
後
の
「
昭
和
中
期
」
を
編
集
し
、
ま
た
、
「
昭
和
後
期
」
を

さ
ら
に
ま
と
め
て
み
た
い
と
「
あ
と
が
き
」
で
そ
の
抱
負
を
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
是
非
と
も
そ
の
実
現
を
望
み
た
い
。

巻
末
に
ま
と
め
ら
れ
て
あ
る
「
医
師
名
簿
」
は
単
な
る
医
師
名
の
羅

列
で
な
く
、
昭
和
前
期
と
は
言
う
も
の
の
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
三

代
に
わ
た
っ
て
生
き
た
こ
の
地
方
の
医
師
・
歯
科
医
師
一
人
一
人
に
つ

い
て
の
詳
細
な
履
歴
書
で
あ
り
、
業
績
目
録
と
も
言
え
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
人
々
の
さ
ら
な
る
詳
し
い
事
績
調
査
に
は
欠
く
こ
と
の
で
き

ぬ
基
礎
資
料
で
も
あ
り
、
鍵
で
も
あ
る
。

索
引
も
調
っ
て
い
る
の
で
検
索
も
容
易
で
あ
る
。

本
学
会
員
と
い
う
人
を
得
た
地
方
医
史
の
好
著
と
言
う
こ
と
が
で
き

る
。
新
潟
医
事
史
研
究
に
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
ぬ
必
携
害
で
あ
る
。

（
蒲
原
宏
）

〔
私
家
版
、
〒
九
四
三
’
○
八
三
四
上
越
市
西
城
町
三
’
三
’
二
八
、

電
話
○
二
五
五
’
二
三
’
二
五
八
七
、
平
成
十
二
年
十
一
月
、
Ａ
五
判
、

四
一
六
頁
、
自
費
出
版
〕

！
！
：
さ
き
の
九
月
の
仙
台
に
お
け
る
第
一
○
二
回
学

一
編
集
後
記
一
術
大
会
は
期
待
通
り
の
盛
会
で
し
た
．
吉
田
忠

会
長
以
下
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
方
に
は
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

抄
録
号
の
原
稿
提
出
に
関
し
て
は
、
当
日
の
評
議
員
会
の
席
上
で
深

瀬
委
員
長
よ
り
報
告
・
要
請
が
あ
り
ま
し
た
が
、
毎
年
、
執
筆
規
定
に

必
ず
し
も
則
っ
て
い
な
い
原
稿
が
い
く
つ
も
あ
り
、
編
集
委
員
一
同
、

校
正
作
業
に
は
腐
心
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
文
字
数
が
規
定
に
満
た

な
い
も
の
、
逆
に
多
す
ぎ
て
刷
上
り
二
頁
で
は
収
ま
ら
な
い
も
の
。
仮

に
文
字
数
が
規
定
内
で
あ
っ
て
も
、
改
行
を
頻
繁
に
繰
り
返
す
と
収
ま

ら
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
常
用
漢
字
と
旧
漢
字
（
正
字
）
の
混
用
（
特

別
の
理
由
が
な
け
れ
ば
常
用
漢
字
の
使
用
が
原
則
）
、
パ
ソ
コ
ン

（
ワ
ー
プ
ロ
）
操
作
ミ
ス
に
よ
る
誤
植
な
ど
。
い
っ
た
ん
受
理
さ
れ
ま
す

と
校
正
の
段
階
で
は
著
者
と
連
絡
を
と
る
時
間
的
余
裕
が
な
く
、
当
方

の
判
断
で
改
変
せ
ざ
る
を
得
な
い
ケ
ー
ス
、
あ
る
い
は
ミ
ス
と
は
思
っ

て
も
確
証
が
無
い
た
め
、
そ
の
ま
ま
印
刷
せ
ざ
る
を
得
な
い
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。
重
ね
て
ご
配
慮
の
ほ
ど
お
願
い
致
し
ま
す
。

こ
の
と
こ
ろ
投
稿
論
文
が
多
く
、
嬉
し
い
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

矢
部
～
三
輪
編
集
委
員
長
の
平
成
元
～
二
年
頃
に
は
投
稿
の
少
な
さ
に

苦
慮
し
、
そ
の
後
特
集
を
組
む
な
ど
し
て
凌
ぎ
、
切
り
抜
け
た
頃
の
こ

と
を
思
う
と
隔
世
の
感
が
あ
り
ま
す
。

私
は
昭
和
六
十
一
年
に
編
集
委
員
を
拝
命
し
ま
し
た
が
、
同
時
に
編

集
委
員
に
就
任
さ
れ
、
の
ち
ず
つ
と
本
会
誌
の
編
集
刊
行
に
力
を
尽
く

さ
れ
た
大
村
敏
郎
先
生
が
学
会
を
前
に
他
界
さ
れ
ま
し
た
。
去
り
し
日

の
こ
と
ど
も
が
懐
か
し
く
想
い
返
さ
れ
ま
す
。
御
冥
福
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。
（
小
曽
戸
洋
）


